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は
じ
め
に

　

当
館
に
は
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
日
本
各
地
か
ら
皇
室
へ
も
た
ら
さ
れ
た
写
真
が
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
優
品
な
が
ら
も
制
作
者
や
制
作
背
景
が
不
明
な
作
品
も
多
い
。
本

稿
で
紹
介
す
る
《
西
京
地
方
名
所
写
真
帖
》（
以
下
、
本
作
と
す
る
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
明
治

中
期
の
京
都
を
中
心
と
し
た
写
真
を
五
十
枚
収
載
し
た
、
蒔
絵
を
施
し
た
表
紙
を
持
つ
写
真
帖
で

あ
る
。
本
稿
で
は
収
載
写
真
の
性
質
や
内
容
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
制
作
過
程
に
つ
い
て

推
論
し
た
い
。

一
、《
西
京
地
方
名
所
写
真
帖
》
の
装
丁
お
よ
び
収
録
写
真

　
本
作
は
、「
西
京
地
方
名
所
寫
眞
帖　
一
冊
」
と
墨
書
さ
れ
た
木
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
本
作

の
名
称
は
こ
の
墨
書
に
拠
る
が
、
木
箱
が
侍
従
職
発
注
に
よ
る
作
製
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
名
称
を
誰
が
ど
の
段
階
で
付
し
た
か
は
不
詳
で
あ
る
。
洋
製
本
仕
立
て
の
写
真
帖
の
表
裏
に

は
、
全
面
に
黒
漆
を
施
し
た
木
材
を
あ
て
、
牡
丹
と
花
喰
鳥
を
金
蒔
絵
で
表
す
（
図
1
）。
写
真
帖

の
寸
法
は
、
縦
二
七・五
×
横
三
六・五
×
高
六・〇
㎝
。
各
頁
に
一
枚
ず
つ
貼
付
さ
れ
た
写
真
の
寸

法
は
、
短
辺
二
〇・六
～
二
一・四
×
長
辺
二
六・七
～
二
七・二
㎝
の
範
囲
に
収
ま
る
。
写
真
は
五
十

枚
す
べ
て
が
鶏
卵
紙
に
よ
る
焼
き
付
け
で
あ
り
、
中
に

は
褪
色
や
虫
損
が
見
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
の
状
態

は
良
好
で
あ
る
。

　

収
録
写
真
の
地
域
別
内
訳
は
、
京
都
四
十
一
枚
、
奈

良
五
枚
、
滋
賀
四
枚
で
あ
り
、
各
写
真
下
に
墨
書
に
て

被
写
体
名
を
記
し
て
い
る
（
図
2
）。
な
お
、
本
稿
末
に

す
べ
て
の
写
真
画
像
を
掲
出
し
た
の
で
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

　

各
写
真
の
撮
影
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
作
収
録
写

真
の
特
徴
と
し
て
、
約
半
数
の
写
真
の
左
下
な
い
し
右

下
に
ラ
ベ
ル
枠
を
焼
き
込
み
、
そ
こ
に
被
写
体
名
や
解
説
を
日
本
語
と
英
語
、
ま
た
は
英
語
の
み

に
て
記
し
て
い
る
。
こ
の
ラ
ベ
ル
枠
の
形
態
に
統
一
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
複
数
の
撮
影
者
お
よ
び

販
売
者
が
関
与
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
（
図
3
、
註
1
）。

二
、
横
浜
写
真
ア
ル
バ
ム
と
の
共
通
点
・
相
違
点
か
ら
み
る
《
西
京
地
方
名
所
写
真
帖
》
の
特
徴

　

前
章
に
て
挙
げ
た
本
作
の
特
徴
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
外
国
人
向
け
の
土
産
写
真
と

し
て
隆
盛
を
極
め
た
横
浜
写
真
ア
ル
バ
ム
と
共
通
す
る
。
横
浜
写
真
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

頃
に
横
浜
で
写
真
館
を
開
い
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
パ
ー
カ
ー
や
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
・
ベ
ア
ト
に
よ
っ
て
販

売
さ
れ
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
頃
か
ら
は
横
浜
写
真
を
ア
ル
バ
ム
に
仕
立
て
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ベ
ア
ト
の
帰
国
後
に
は
、
ラ
イ
ム
ン
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
テ
ィ
ル
フ
リ
ー
ト
や
ア
ド
ル
フ
ォ
・

フ
ァ
ル
サ
ー
リ
ら
外
国
人
に
加
え
、
玉
村
康
三
郎
や
日
下
部
金
兵
衛
ら
日
本
人
写
真
師
が
横
浜
写

真
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
る
（
註
2
）。

　

横
浜
写
真
ア
ル
バ
ム
は
、
日
本
の
名
所
や
風
俗
、
ま
た
は
市
井
の
写
真
を
五
十
枚
収
録
す
る
形

態
が
多
く
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
も
富
士
山
や
人
力
車
の
よ
う
に
日
本
の
風
景
、
風
俗
な
ど
を
蒔
絵

に
て
表
し
た
も
の
が
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
各
写
真
に
は
外
国
人
向
け
に
英
語
の
被
写
体
名
が
付

さ
れ
て
い
る
点
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
本
作
の
一
部
の
写
真
が
、
他
機
関
所
蔵
の
横
浜
ア
ル
バ

ム
に
収
録
さ
れ
た
写
真
と
同
一
も
し
く
は
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
作
が
横
浜
写
真
ア
ル

作
品
紹
介

─
《
西
京
地
方
名
所
写
真
帖
》

─
明
治
中
期
に
お
け
る
京
都
の
写
真
に
つ
い
て

木
谷
　
知
香

図3　�大和国奈良大仏殿（No.45）の�
焼き込みラベル�
※�可読性を高めるため、濃度調整を
行った。

図1　《西京地方名所写真帖》表紙

図2　仙洞御所御庭（No.1）
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バ
ム
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
黎
明
期
の
横
浜
写
真
の
被
写
体
は
、
横
浜
周
辺

や
江
戸
（
東
京
）
が
中
心
で
あ
り
、
明
治
初
期
ま
で
外
国
人
の
立
ち
入
り
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
京

都
は
、
そ
れ
以
降
に
被
写
体
に
加
え
ら
れ
（
註
3
）、
そ
の
数
を
増
加
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
作
に
は
横
浜
写
真
ア
ル
バ
ム
と
は
異
な
る
特
徴
も
見
出
せ
る
。
そ
の
一
つ
が
写
真

に
着
色
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
も
う
一
つ
が
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
開
催
さ
れ
た
第
四

回
内
国
勧
業
博
覧
会
や
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
な
ど
、
特
定
の
事
業
を
記
録
し
た
写
真
を
含
む

こ
と
で
あ
る
。

　

横
浜
写
真
は
、
日
本
に
来
た
こ
と
の
な
い
外
国
人
が
手
に
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
写
真
に
着

色
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
横
浜
写
真
の
被
写
体
は
前
述
の
と
お
り
、
外
国
人
が

興
味
を
持
つ
日
本
の
風
景
や
風
俗
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
と
は
性
質
を
異
に
す
る
第
四
回

内
国
勧
業
博
覧
会
や
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
に
、
本
作
の
制
作
目
的
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
お
よ
び
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
と
明
治
天
皇

　
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
お
よ
び
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
大
事
業
で
あ
る
。
ま
ず
、
紀
念
祭
の
開
催
が
明
治
二
十
五
年
五
月
に
決
定

し
、
あ
わ
せ
て
内
国
勧
業
博
覧
会
の
誘
致
が
進
め
ら
れ
た
。
内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
第
一
回
か
ら

第
三
回
ま
で
東
京
で
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
第
四
回
に
つ
い
て
は
東
京
や
大
阪
と
の
競
争
の
末
、

京
都
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
博
覧
会
の
会
場
と
な
っ
た
岡
崎
に
は
、
美
術
館
を
は
じ

め
工
業
館
、
農
林
館
、
機
械
館
、
水
産
館
、
動
物
館
が
建
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
紀
念
祭
の
象
徴

と
し
て
大
極
殿
が
復
元
さ
れ
た
。
こ
れ
が
後
の
平
安
神
宮
と
な
る
（
註
4
）。

　
そ
し
て
、
明
治
二
十
八
年
四
月
一
日
に
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
明
治
天
皇

は
、
明
治
二
十
七
年
に
勃
発
し
た
日
清
戦
争
の
指
導
の
た
め
、
同
年
九
月
か
ら
翌
年
の
五
月
ま
で

広
島
大
本
営
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
の
帰
途
、
京
都
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
五
月
二
十
四
日
に
博

覧
会
場
へ
行
幸
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
紀
念
祭
も
明
治
天
皇
臨
幸
の
下
、
四
月
三
十
日
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
明
治
天
皇
の
急
病
な
ど
の
事
情
に
よ
り
十
月
に
延
期
さ
れ
た
。

　
こ
の
両
事
業
は
、
明
治
二
年
の
東
京
奠
都
以
降
、
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
京
都
の
近
代
化
の
成
果

を
示
し
、
さ
ら
な
る
活
性
化
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
天
皇
は
、
明
治
十
年
の
京
都
行

幸
時
に
、
京
都
御
所
周
辺
の
荒
廃
を
目
の
当
た
り
し
て
深
く
嘆
惜
し
、
同
年
か
ら
十
二
年
間
に
わ

た
り
御
手
元
金
四
〇
〇
〇
円
を
下
賜
し
て
、
京
都
御
所
周
辺
の
保
存
を
京
都
府
に
命
じ
た
（
註

5
）。
以
後
、
明
治
天
皇
の
意
向
を
反
映
す
る
形
で
、
明
治
十
六
年
一
月
に
岩
倉
具
視
が
「
京
都
皇

宮
保
存
に
関
す
る
建
議
」
を
行
い
、
伝
統
的
な
京
都
の
復
興
が
模
索
さ
れ
る
一
方
で
、
明
治
十
四

年
に
京
都
府
知
事
に
就
任
し
た
北
垣
国
道
が
主
体
と
な
っ
て
琵
琶
湖
疏
水
事
業
を
行
う
な
ど
、
近

代
的
な
土
地
整
備
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
都
の
復
興
が
少
し
ず
つ
進
捗
し
、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
や
平
安
遷
都

千
百
年
紀
念
祭
の
活
気
に
沸
く
京
都
の
姿
を
明
治
天
皇
に
報
告
す
る
こ
と
は
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
り
、
本
作
制
作
の
背
景
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

四
、
京
都
観
光
ブ
ー
ム
と
写
真

　

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
お
よ
び
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
は
、
京
都
観
光
ブ
ー
ム
の
火
付
け

役
と
な
っ
た
。
こ
の
ブ
ー
ム
は
、
同
時
期
に
発
達
し
た
写
真
印
刷
技
術
と
結
び
付
き
、
結
果
と
し

て
京
都
を
被
写
体
と
す
る
写
真
集
の
刊
行
が
頻
発
し
た
（
註
6
）。
そ
の
初
期
の
作
例
と
目
さ
れ
る

広
池
千
九
郎
著
『
京
名
所
写
真
図
絵
』（
便
利
堂
発
行
、
一
八
九
五
年
）
は
、
第
四
回
内
国
勧
業
博

覧
会
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
博
覧
会
場
や
京
都
の
名
所
、
祇
園
祭
の
写

真
図
版
を
掲
載
す
る
な
ど
、
本
作
と
極
め
て
近
い
性
質
を
有
す
る
。
ま
た
、『
京
名
所
写
真
図
絵
』

と
そ
れ
に
続
く
写
真
集
の
中
に
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
本
作
と
同
一
の
作
例
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
（
註
7
）。

　

横
浜
写
真
を
観
光
写
真
の
系
譜
と
し
て
位
置
付
け
る
諸
研
究
が
存
在
す
る
が
（
註
8
）、
ま
さ
に

明
治
中
期
以
降
の
京
都
に
お
い
て
は
、
観
光
ブ
ー
ム
を
後
押
し
す
る
材
料
と
し
て
、
横
浜
写
真
が

使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
、《
西
京
地
方
名
所
写
真
帖
》
の
収
録
写
真
に
関
す
る
考
察

　

本
章
で
は
、
本
作
に
収
録
さ
れ
た
各
写
真
に
つ
い
て
詳
細
に
見
て
い
く
。
収
録
写
真
の
特
徴
は

前
述
し
た
と
お
り
、
京
都
周
辺
の
名
所
や
風
俗
に
関
し
て
撮
影
し
た
も
の
を
中
心
と
し
つ
つ
、
第

四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
代
表
さ
れ
る
京
都
の
大
事
業
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
皇
室
を
意
識
し
た
の
が
、
巻
頭
の
「
仙
洞
御
所

御
庭
」（
№
1
）
で
あ
り
、
八
ツ
橋
や
南
池
を
望
む
景
色
を
カ

メ
ラ
に
収
め
て
い
る
。
こ
の
写
真
も
日
本
語
と
英
語
の
ラ
ベ
ル

が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
来
は
販
売
用
の
写
真
で
あ

ろ
う
。
そ
の
後
に
続
く
写
真
は
、
洛
北
の
上
賀
茂
神
社
か
ら

は
じ
ま
り
、
嵐
山
、
伏
見
、
東
山
と
京
都
を
巡
っ
て
、
岡
崎

の
博
覧
会
会
場
お
よ
び
大
極
殿
に
た
ど
り
着
く
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
京
都
市
街
以
外
の
写
真
を
付

け
加
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
写
真
の
貼
付
を
伴
う
制

作
段
階
に
お
い
て
、
博
覧
会
お
よ
び
紀
念
祭
関
係
者
が
関
与

図4　三条大橋納涼（No.31）　部分
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し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　
ま
た
、
風
景
を
撮
影
す
る
際
に
人
物
を
積
極
的
に

取
り
込
み
、
人
々
の
風
俗
や
生
活
を
撮
影
し
て
い
る
。「
東
福
寺
通
天
橋
楓
」（
№
16
）
で
は
、
洗
玉

澗
脇
に
足
場
を
組
み
、
紅
葉
を
楽
し
む
人
々
が
カ
メ
ラ
に
顔
を
向
け
て
い
る
。
同
様
に
、「
三
条
大

橋
納
涼
」（
№
31
）
で
は
、
橋
下
に
納
涼
床
を
出
し
て
料
理
を
楽
し
む
人
々
の
日
常
が
写
し
込
ま
れ
て

い
る
（
図
4
）。

　

収
録
写
真
す
べ
て
が
同
時
期
の
撮
影
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
一
部
の
写
真
に
つ
い
て
は
撮

影
時
期
が
比
定
で
き
る
。
例
え
ば
、「
洛
西
島
原
出
口
柳
」（
№
11
）
の
島
原
大
門
に
掛
け
ら
れ
た

提
灯
に
「
年
紀
念
祭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紀
念
祭
前
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
と
目
さ
れ

る
（
図
5
）。
ま
た
、「
大
谷
派
本
願
寺
」（
№
13
）
の
写
真
で
は
、
建
設
中
の
た
め
か
、
足
場
の
組

ま
れ
た
阿
弥
陀
堂
が
写
る
。
同
堂
の
完
成
が
明
治
二
十
八
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
直
前
の
撮

影
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
五
条
大
橋
」（
№
20
）
の
写
真
は
、
多
く
の
人
々
が
橋
の
上
で
カ

メ
ラ
に
視
線
を
向
け
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
同
橋
は
明
治
二
十
七
年
に
架
け
替
え
工
事

が
終
了
し
た
、
高
欄
に
擬
宝
珠
の
付
い
た
木
橋
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
洛
東
円
山
全
景
」（
№
28
）

に
は
、
明
治
二
十
七
年
に
増
設
さ
れ
た
也
阿
弥
ホ
テ
ル
の
ベ
ラ
ン
ダ
付
き
四
階
建
て
の
建
物
が

写
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
撮
影
と
断
定
で
き
る
（
図
6
）。

　
ま
た
、
博
覧
会
お
よ
び
紀
念
祭
関
係
の
写
真
は
、
本
作
制
作
の
た
め
、
明
治
二
十
八
年
に
撮
影

さ
れ
た
も
の
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
（
註
9
）。
以
後
、
刊
行
さ
れ
る
京
都
の
写
真
集
に
は
、
明
治
中

期
に
完
工
し
、
近
代
化
の
象
徴
と
な
っ
た
琵
琶
湖
疏
水
や
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
な
ど
に
関
す
る
写

真
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
ら
を
含
ま
な
い
本
作
が
明
治
三
十
年
を
越
え
な
い
時

期
の
制
作
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
本
作
の
末
尾
に
貼
付
さ
れ
た
京
都
市
街
以
外
の
写
真
の
う
ち
、
二
枚
に
つ
い
て
は
写
真

下
の
墨
書
に
誤
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
地
域
に
明
る
く
な
い
者
が
記
し
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　
制
作
者
や
制
作
背
景
が
不
明
で
あ
る
本
作
を
、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
や
平
安
遷
都
千
百
年

紀
念
祭
に
際
し
て
皇
室
へ
も
た
ら
さ
れ
た
作
品
と
断
ず
る
の
は
、
収
録
写
真
の
内
容
や
貼
付
順
か

ら
鑑
み
れ
ば
、
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
加
え
て
本
稿
で
は
、
明
治
初
期
～
中
期
に
お
け
る
京
都
の

歴
史
や
写
真
史
の
上
か
ら
考
察
す
る
こ
と
で
、
左
記
の
様
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

　

本
作
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
明
治
時
代
以
降
の
写
真
資
料
同
様
、
治
績
や
事
業
報
告
を
目
的
と

し
て
献
上
さ
れ
た
記
録
写
真
に
括
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
作
に
限
っ
て
言
え
ば
、
衰
退
し
た
京
都

の
姿
に
憂
慮
す
る
明
治
天
皇
に
対
し
、
復
興
し
つ
つ
あ
る
京
都
の
姿
を
伝
え
る
と
い
う
側
面
も
付

与
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
側
面
は
収
録
写
真
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
の
多
く
は
、
明
治
中
期
の
京
都
で
増
加
し
て
い
た

横
浜
写
真
の
系
譜
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
明
治
中
期
以
後
に
ブ
ー
ム
と
な
る
京
都
観
光

を
促
す
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
元
来
、
外
国
人
向
け
に
撮
影
さ
れ
た
名
所
や

風
俗
写
真
で
あ
っ
た
が
、
古
来
よ
り
京
都
に
根
差
し
た
寺
院
や
景
勝
地
の
変
わ
ら
な
い
有
様
と
、

そ
の
中
で
生
き
生
き
と
生
活
す
る
人
々
の
姿
は
、
明
治
天
皇
へ
の
報
告
に
具
体
像
を
与
え
た
と
思

わ
れ
る
。
一
方
、
博
覧
会
や
紀
念
祭
、
明
治
二
十
年
代
後
半
に
増
改
築
さ
れ
た
橋
や
ホ
テ
ル
な
ど

の
写
真
は
、
衰
退
か
ら
一
転
、
近
代
化
へ
向
け
て
発
展
す
る
京
都
の
現
状
を
伝
え
る
材
料
と
し
て

選
択
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
本
作
収
録
写
真
の
半
数
以
上
は
、
管
見
の
限
り
、
他
作
品
に
同
一
写
真
が
見
出
せ
な

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
作
収
録
写
真
は
明
治
中
期
に
お
け
る
京
都
周
辺
の
歴
史
を
物
語
る

資
料
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

�

（
当
館
学
芸
室
研
究
員
）

註（
1
）�
植
田
憲
司
「『
京
都
名
所
撮
影
』
と
桑
田
正
三
郎
」（『
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要　

朱
雀
』
第
三
十

集
、
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）
に
拠
る
と
、
写
真
の
販
売
を
専
門
と
す
る
写
真
舗
の
存

在
は
東
京
で
は
明
治
六
、七
年
頃
に
、
京
都
で
は
同
十
一
年
頃
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
緒
川
直

人
「
写
真
舗
清
新
社
時
代
の
桑
田
正
三
郎
─
明
治
中
期
迄
に
お
け
る
写
真
の
大
衆
化
の
一
側
面
─
」（
広

島
史
学
研
究
会
編
『
史
学
研
究
』
第
二
七
四
号
、
二
〇
一
二
年
）
で
は
、
写
真
舗
が
自
家
製
品
の
印
と
し

て
使
用
し
た
ラ
ベ
ル
を
写
真
に
焼
き
込
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
京
都
の
写
真
舗
の
一
人

で
あ
る
桑
田
正
三
郎
の
ラ
ベ
ル
に
注
目
し
て
い
る
。
同
論
文
に
拠
れ
ば
、
桑
田
の
ラ
ベ
ル
は
、
四
角
型
の

図5　洛西島原出口柳（No.11）　部分

図6　�洛東円山全景（No.28）　部分�
※�右端が明治27年に増設された也阿弥ホテル
のベランダ付き4階建ての建物である。
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枠
の
上
段
に
和
文
に
よ
る
被
写
体
名
と
解
説
、
下
段
に
英
文
に
よ
る
被
写
体
名
を
配
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
作
の
収
録
写
真
の
う
ち
、「
大
和
国
奈
良
大
仏
殿
」（
№
45
）
は
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
桑
田
の
店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
2
）�
横
浜
写
真
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
文
献
を
参
照
し
た
。

�

・�

横
浜
開
港
資
料
館
編
『
明
治
の
日
本
《
横
浜
写
真
》
の
世
界　
彩
色
ア
ル
バ
ム
』
有
隣
堂
、
一
九
九
〇
年
。

�

・�

佐
藤
守
弘
「
観
光
・
写
真
・
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
─
横
浜
写
真
に
お
け
る
自
然
景
観
表
象
を
め
ぐ
っ
て

─
」『
美
学
芸
術
学
』
第
十
六
号
、
美
学
芸
術
学
会
、
二
〇
一
一
年
。

�

・�

井
桜
直
美
「
外
国
人
が
お
土
産
に
し
た
横
浜
写
真
」
小
沢
健
志
監
修
、
高
橋
則
英
編
集
『
レ
ン
ズ
が
撮

ら
え
た　
日
本
人
カ
メ
ラ
マ
ン
の
見
た
幕
末
明
治
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
。

�

・�

斎
藤
多
喜
夫
『
幕
末
明
治
横
浜
写
真
館
物
語
』
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

一
七
五
）、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
。

（
3
）�

中
川
馨
「
観
光
と
京
都
─
明
治
期
の
写
真
集
に
み
え
る
京
都
─
」
京
都
映
像
資
料
研
究
会
編
『
古
写
真

で
語
る
京
都　
映
像
資
料
の
可
能
性
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
四
年
、
八
十
一
頁
。

（
4
）�

小
林
丈
広
「
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
と
平
安
神
宮
の
創
建
」（『
日
本
史
研
究
』
第
五
三
八
号
、
日
本

史
研
究
会
、
二
〇
〇
七
年
）
に
拠
る
と
、
大
極
殿
建
設
に
は
宮
内
省
か
ら
も
二
万
円
が
下
賜
さ
れ
た
。

（
5
）�『
明
治
天
皇
紀
』
第
四
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
、
四
十
八
頁
。
ま
た
、
翌
明
治
十
一
年
に
再
び
京

都
を
訪
れ
た
際
に
も
、
明
治
天
皇
は
京
都
御
所
周
辺
の
荒
廃
ぶ
り
に
痛
惜
し
、
そ
の
保
存
策
と
し
て
大

礼
儀
式
を
京
都
で
行
う
こ
と
な
ど
を
提
言
し
た
。
な
お
、
伊
藤
之
雄
氏
は
、『
京
都
の
近
代
と
天
皇　

御

所
を
め
ぐ
る
伝
統
と
革
新
の
都
市
空
間
一
八
六
八
～
一
九
五
二
』（
千
倉
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
の
中

で
、
当
該
期
に
お
け
る
明
治
天
皇
の
度
重
な
る
京
都
行
幸
の
理
由
を
、「
京
都
御
所
周
辺
の
伝
統
を
ふ
ま

え
た
革
新
、
鉄
道
工
事
な
ど
京
都
に
関
す
る
革
新
な
ど
へ
の
関
心
」
に
あ
る
と
言
及
し
て
い
る
。

（
6
）�

中
川
氏
、
前
掲
論
文
（
註
3
）、
八
十
六
～
九
十
六
頁
。

（
7
）�『
京
名
所
写
真
図
絵
』
に
「
洛
東
清
水
寺
本
堂
」（
№
23
）
と
同
一
写
真
、
野
口
保
興
編
『
地
理
写
真
帖
』

内
国
之
部
第
三
秩
（
東
洋
社
発
行
、
一
九
〇
〇
年
）
に
「
三
条
大
橋
納
涼
」（
№
31
）
と
同
一
写
真
、
笹

田
駒
治
著
『
京
名
所
写
真
帖
』（
村
上
勘
兵
衛
・
杉
本
甚
之
介
発
行
、
一
九
〇
三
年
）
に
「
東
福
寺
通
天

橋
楓
」（
№
16
）
と
同
一
写
真
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）�

佐
藤
氏
、
前
掲
論
文
（
註
2
）。
中
川
氏
、
前
掲
論
文
（
註
3
）。
岸
文
和
「
明
治
二
八
年
の
写
真
術
─

『
京
名
所
写
真
図
絵
』
に
見
る
観
光
の
ま
な
ざ
し
─
」『
文
化
学
年
報
』
第
六
十
一
輯
、
同
志
社
大
学
文

化
学
会
、
二
〇
一
二
年
。

（
9
）�

本
作
収
録
写
真
と
は
異
な
る
が
、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
写
真
は
桑
田
正
三
郎
も
撮
影
し
て
い
る

（
桑
田
正
三
郎
編
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
写
真
』
一
八
九
五
年
）。
な
お
、「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧

会
美
術
館
」（
№
38
）
と
「
大
極
殿
正
面
」（
№
40
）
は
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
に
寄
託
さ
れ
る

石
井
行
昌
撮
影
写
真
資
料
の
中
に
同
一
写
真
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
石
井
が
複
写
も
し
く
は
購
入
し

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
え
る
。
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1．仙洞御所御庭2．洛北上加
ママ

茂神社3．洛北金閣寺

4．洛北北野天満宮5．二条離宮6．保津川落合石門
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18．洛東豊国神社 17．大仏三十三間堂 16．東福寺通天橋楓

7．保津川8．保津川9．嵐山渡月橋

10．嵐山渡月橋畔11．洛西島原出口柳12．本派本願寺

13．大谷派本願寺14．伏見稲荷神社15．東福寺

19．洛東西大谷20．五条大橋
21．�洛東清水寺�
舞台側面
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22．洛東清水寺全景23．洛東清水寺本堂24．同清水寺境内

25．八阪
ママ

神社表門
26．�八阪

ママ

神社�
祭礼ノ鉾27．円山公園夜

マ マ

桜

28．洛東円山全景29．知恩院本堂30．知恩院山門

31．三条大橋納涼32．蹴上ケヨリ博覧会場遠望33．慶流橋ヨリ博覧会場望

34．第四回内国勧業博覧会場表門35．第四回内国勧業博覧会場内36．同場内式場
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37．同其二38．第四回内国勧業博覧会美術館39．大極殿応天門

40．大極殿正面41．比叡山延暦寺中堂　※大講堂の誤り42．山城国宇治平等院

43．�大和国奈良�
春日神社44．大和国奈良春日神社手洗所45．大和国奈良大仏殿

46．大和国奈良猿沢池畔47．大和国奈良南円堂　※北円堂の誤り48．近江国石山寺

49．近江国勢田川ヨリ石山寺遠望50．近江国大津三井寺
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